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注      意 

 

１ この問題は７問４ページで，時間は60分です。 

 

２ 解答用紙は，別紙で配布します。「始め」の合図で始めてください。 

 

３ 解答は，それぞれの問題の指示に従って解答用紙に記入してください。 

 

４ 「やめ」の合図があったら，すぐやめて係の指示に従ってください。 

 

５ 解答用紙を持ち出してはいけません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  「始め」という合図があるまで，このページ以外のところを見てはいけません。 

中学校（音楽）問題 
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令和５年度採用 山梨県公立学校教員選考検査 

 

中学校 音楽 

 
 

１  次の（１）～（５）に答えよ。 

 

（１） リコーダーを演奏する際に用いられる「サミング」について説明せよ。 

（２） 箏曲における「段物」について説明せよ。 

（３） 「allargando」の用語の読み方と意味を記せ。 

（４） 「Andante」の用語の読み方と意味を記せ。 

（５） イ短調の主要三和音すべてを全音符で記せ。  

 

２  次は，ある楽曲の一部分を示したものである。下の（１），（２）に答えよ。 

（１） この楽曲の作曲者を記せ。 

（２） この楽譜を D dur に移調して記譜せよ。 

 

３ 次の（１）～（３）に答えよ。 

 

（１） 次の①～③はギターコードのダイヤグラムである。それぞれが表すコードネームを記せ。 

ただし，〇は開放弦，●は指で弦を押さえる位置，×は弾かない弦を表すものとする。 

①           ②          ③  
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（２） 太鼓の中で最も一般的な楽器で，祭囃子や盆踊りなどに用いられ，別名「鋲打太鼓」とも 

呼ばれる太鼓の名称を記せ。 

（３） 次は，尺八の構え方についての説明文である。①～③にあてはまる指の名称をそれぞれ記せ。

なお，同じ番号には同じことばが入るものとする。 

 左右どちらの手を上にしてもよいが，左手を上にする場合，まず右手の（ ① ）を一孔と 

二孔の間に置き，その真裏に（ ② ）を置いて支えとする。指孔は，右手の（ ③ ）で一孔，

人さし指で二孔，左手の（ ③ ）で三孔，人さし指で四孔，（ ② ）で五孔をふさぐ。 

 

４ ソプラノリコーダーとアルトリコーダーの２重奏ができるよう，８小節からなる旋律を作曲 

し，解答用紙に記せ。ただし，F dur，４分の４拍子として，中学生がソプラノリコーダーと  

アルトリコーダーで演奏ができることを想定して作曲すること。 

 

５ 次は，共通教材『花』の３番の一部分を示したものである。下の（１），（２）に答えよ。 

 

（１） この楽曲の作詞者と作曲者を漢字で記せ。 

（２） この３番の一部分を歌唱教材として第３学年で扱う場合，次の①，②に答えよ。 

① 作曲者が１小節目と７小節目に示した強弱記号の意図を生徒に考えさせるとき，どの 

ような意見を述べると予想できるか，記せ。 

② あなたが，実際に強弱を意識して生徒に歌唱させるとき，どのような指導を行うか， 

具体的に記せ。 
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６  次の（１），（２）に答えよ。 

 

（１） 次は，中学校学習指導要領解説「音楽編」の「第２章 音楽科の目標及び内容 １ 教科の

目標」の一部である。下の①～⑤にあてはまることばを記せ。 

 

（２） 歌唱表現をする際に変声期及び変声前後の生徒に対してどのような配慮をすればよいか， 

簡潔に記せ。 

 

７  次の（１），（２）に答えよ。 

 

（１） 第２学年において，箏を用いた創作の授業を，第１学年での生徒の学習内容を踏まえて計画   

するとき，次の①～③に答えよ。 

〔第１学年での生徒の学習内容〕 

 生徒は器楽の学習において，箏で『さくらさくら』を演奏している。音色や響きを意識し

て旋律を演奏することができた。また，創作の学習において，反復，変化，対象などを用い

た16 小節程度の旋律創作を経験している。リズムと構成を思考・判断のよりどころとして，

個人で作品を創作することができた。 

① あなたがこの授業を計画する場合，どのような課題や条件を設定するか，記せ。 

② 生徒が，まとまりのある創作表現を創意工夫することができるようにするには，どのよ

うな指導の工夫が考えられるか，記せ。 

③ 創作分野における技能の評価を行うときの留意点を記せ。 

 

 音楽的な見方・考え方とは，「音楽に対する感性を働かせ，音や音楽を，音楽を形づくって

いる要素とその働きの視点で捉え，自己のイメージや（ ① ），生活や社会，伝統や（ ② ）

などと関連付けること」であると考えられる。 

 「音楽に対する感性」とは，音や音楽のよさや美しさなどの（ ③ ）な世界を価値ある

ものとして感じ取るときの（ ④ ）の働きを意味している。音楽科の学習は，生徒が音や

音楽の（ ⑤ ）に気付き，それらを主体的に捉えることによって成立する。 
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（２） 次は，中学校学習指導要領「第２章 第５節 音楽」の「第２ 各学年の目標及び内容 

〔第１学年〕２内容」の「Ｂ鑑賞」である。第１学年において，指導事項ア(ｳ)及びイ(ｳ)を身

に付けさせようとする２時間の授業を計画する。下の①～③に答えよ。 

① 授業で扱う教材として，ケチャとホーミーを用いることとした。それぞれどこの国の音楽 

か，国名を記せ。 

② ①の教材と比較して鑑賞するために，我が国の民謡を用いることとした。あなたならどの

民謡を用いるか，曲名を一つ記せ。また，その理由を簡潔に説明せよ。 

③ あなたがこの授業を計画する場合，題材の学習目標を記せ。また，学習目標を達成する 

ための学習内容と活動を具体的に記せ。ただし，２時間のうちどちらかに，体験的な活動 

もしくは仲間と協働する活動を入れること。 

 

 

(1) 鑑賞の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

 ア 鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)から(ｳ)までについて自分な

りに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴くこと。 

  (ｱ) 曲や演奏に対する評価とその根拠 

  (ｲ) 生活や社会における音楽の意味や役割 

  (ｳ) 音楽表現の共通性や固有性 

 イ 次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。 

  (ｱ) 曲想と音楽の構造との関わり 

  (ｲ) 音楽の特徴とその背景となる文化や歴史，他の芸術との関わり 

  (ｳ) 我が国や郷土の伝統音楽及びアジア地域の諸民族の音楽の特徴と，その特徴から

生まれる音楽の多様性 

  

 

(ｱ) （ エ ）の特徴及び音の重なり方や反復，変化，対照などの構成上の特徴 

  


